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 コロナ渦がなかなか収まらない中、今年度もリモート開催となりましたが、多数の参加者に接
続いただき⼤盛況の中終えることが出来ました。参加者の皆様のご協⼒に⼼より御礼申し上げ
ます。  

今年度の新しい試みとして、各セッションの後質問時間を設ける代わりに、時間の区切りご
とに個別に部屋を⽤意して議論いただくという⽅式を取りました。今までは質問の時間が限ら
れて⼗分な議論が⾏えなかったこともありますが、今回これはうまく⾏ったと感じております。 

しかしながら、同じ分野の発表が連なっていると、興味のある発表の質問部屋が重なってし
まい、すべての質問部屋に参加できないなどの弊害もあり、今後の課題として検討する必要が
あると感じております。 

昨年に引き続き遠⽅の⽅もリモートで気軽に参加できる会となっているので、この形式での
シンポジウムは続けたいと思います。しかしその半⾯、懇親会では直接顔を合わせることがな
かったので、⼀部での盛り上がりに終始してしまった感があります。いずれコロナ禍が過ぎ去
り、皆で顔を合わせて懇親会ができるようになることを願っております。 

 
今後とも参加および協⼒のほどよろしくお願いします。 
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